
令和 3年度退職教員の紹介 

 

 

部 局 名  定量生命科学研究所 

 
氏 名 堀越 正美 

職 名 准教授 

本学在職期間 平成 4年 5月～令和 4年 3月 

所 属 発生分化構造研究分野 

専 門 分 野  生化学、分子生物学、遺伝学、構造生物学、情報生物学 

略 歴 

昭和 55 年 3 月  東京大学薬学部製薬化学科卒業 

昭和 57 年 3 月  東京大学大学院薬学系研究科生命薬学専攻修士課程修了 

昭和 60 年 3 月          同上         博士課程修了 

昭和 60 年 3 月  薬学博士取得 

昭和 60 年 4 月  日本学術振興会奨励研究員 

昭和 60 年 5 月  ロックフェラー大学生化学・分子生物学研究室・博士研究員 

平成元年 2月           同上           ・Assistant Prof. 

平成 4年 5月   東京大学応用微生物研究所・助教授 

平成 5年 4月   東京大学分子細胞生物学研究所・助教授 

平成 9年 10月  科学技術振興事業団創造科学技術推進事業（ERATO） 

〜平成 15年 3月  堀越ジーンセレクタープロジェクト総括責任者（兼任） 

平成 19 年 4 月  東京大学分子細胞生物学研究所・准教授 

平成 30 年 4 月  東京大学定量生命科学研究所・准教授 
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